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［成果情報名］実エンドウ新品種‘紀の輝’の登熟過程における子実の糖組成変化

［要約］実エンドウ子実において熟度の進行に伴い、スクロースは減少し、甘みを呈さな

いラフィノース族オリゴ糖が増加する。秋まき春どり作型では、‘紀の輝’のラフィノー

ス族オリゴ糖の発現速度が‘きしゅううすい’より速く、莢の外観は‘きしゅううすい’

と同様でも、子実の熟度進行は速い。
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［背景・ねらい］

実エンドウ‘紀の輝’は、早生タイプの品種であり、莢の外観から従来品種の‘きしゅ

ううすい’と同様に収穫すると、作型によっては、採り遅れるといった問題が生じている。

そこで、収穫適期を判断するための一資料として、各作型における糖組成の変化を明らか

にする。

［成果の内容・特徴］

１．総糖含量は、品種および作型にかかわらず、熟度の進行とともに増加傾向を示す（図

1a、b、c）。スクロースは、収穫期にピークを迎えた後、減少傾向となる。一方、そ

れとほぼ同時に、ラフィノース族オリゴ糖（ラフィノース、スタキオース、ベルバス

コース）が発現し、増加する。

２．秋まき春どりでは、他の作型と比べて、ラフィノース族オリゴ糖の増加速度が速い。

また、秋まき春どりにおいて、‘紀の輝’は‘きしゅううすい’よりラフィノース族

オリゴ糖の発現速度がやや速く、子実の熟度進行が速い（図1c）。

［成果の活用面・留意点］

１．夏まき年内どりは、12月収穫、秋まきハウス冬春どりは、2月収穫、秋まき春どりは5

月収穫の莢についての結果である。

２．収穫適期は、縫合線付近および莢の基部が白くなる時期とした。

３．ラフィノース族オリゴ糖は、熟度進行の指標の１つとなると考えられる。

４．秋まき春どりの高温期に登熟する‘紀の輝’の収穫適期は、‘きしゅううすい’と同

じように外観で判断する時期より少し早くなると考えられる。
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［具体的データ］

a)夏まき年内どり

b)秋まきハウス冬春どり

c)秋まき春どり

図1 各作型における糖含量の推移

a）夏まき年内どり（11月2日開花）、b）秋まきハウス冬春どり（12月13日開花）、

c）秋まき春どり（4月19日開花）

図中の矢印（ ）は、莢の外観から判断した収穫適期
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